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 The Newspaper Report about the Corporate Collapse in the Early Meiji Era 
 



























































砂金を集めて京都に送る事業などを手掛けていた。元禄 2 年（1689 年）には盛岡の紺屋町に
店を開き、井筒屋と称したという。盛岡と江戸や上方を結ぶ交易で収益を上げ、藩の御用商
人となり、盛岡の財閥としての地位を確立した。18 世紀には、京都や江戸にも店を構え、取
































一方で近代的な銀行の設立にも手を伸ばす。明治 4 年（1871 年）に三井組が三井バンクの
設立を政府に出願、これに続き小野組も明治 5 年（1872 年）に小野バンクの設立を出願した
のである。小野バンクの設立は認められなかったが、明治 6 年（1873 年）には三井組と小野
組は共同出資で、第一国立銀行を設立した。総監は渋沢栄一だが、資本金の大半は三井組と

















小野組などの財閥を見る庶民の目も厳しかった。明治 6 年（1873 年）に、福岡県で勃発し
た一揆では、庶民が博多の小野組を急襲、天保銭や藩札などを屋外に投げ出した。佐賀県の
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アの機能を重視し始める。明治 5 年（1872 年）には政府によって「横浜毎日新聞」「新聞
雑誌」「東京日日新聞」が買い上げられ、一部の府県に配布される政策も採用されたので





 山本によると明治 8 年（1875 年）の年間発行部数は東京日日新聞が 222 万部、読売新聞が








年）11 月、12 月、明治 8 年（1875 年）1 月以降の 3 つの時期に分けて、新聞社ごとに分類し
たのが表 1 である。 
 
表 1 小野組破綻報道のキーワード・キーセンテンスの一覧 
 
明治 7 年（1874 年）11 月 
東京日日新聞（11 月 23 日） 







読売新聞（11 月 26 日） 
・戸を閉めたる ・戸を閉め  
・評判をすれどもいづれに成るやいまだわらず 
・銀行もどうなるやと人が心配すれど銀行いさとへ小野組はつぶれるとも少しも障りない事とおもふ 
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明治 7 年（1874 年）12 月 









新聞雑誌（12 月 18 日） 
・小野組破産 
・人民一般の預け金を、五十ヶ年賦の公債を以て、預け主へ嘆願致され申すべき 





明治 8 年（1875 年）1 月以降 
あけぼの（明治 8 年『1875 年』2 月 3 日） 
・分散に就いては 
浪花新聞（明治 9 年『1876 年』9 月 6 日） 
・閉店 
・用事の都合よく行届くをみれば小野再興も近きにあらんか 





 最初に小野組の破綻を報じたのは東京日日新聞の明治 7 年（1874 年）11 月 23 日の記事で
ある。小野組が大蔵省に為替方を返上し、経営破綻したのは 11 月 20 日なので、3 日後の紙
面で、小野組の破綻が報じられたことになる。11 月中に小野組の破綻を報じた記事で分析対
象としたのは東京日日新聞の記事 1 本、読売新聞の記事 3 本の合計 4 本である。 
 小野組の破綻を知らせるキーワードとしては「戸を閉じる」という表現が、いずれの記事
でも採用されており、初報の東京日日新聞の記事では、3 回採用され、読売新聞の 11 月 26




読売新聞（11 月 30 日） 
・戸をしめた 
読売新聞（11 月 30 日） 
・戸をしめた 








明治 7 年（1874 年）11 月 30 日の読売新聞の紙面に、同月 27 日付の大蔵卿大隈重信の官令が
掲載されている。内容は、小野組関連の荷物があった場合は大蔵省へ届け出るよう通達した
もので、その中では「小野組破産処分」とのキーワードが使用されている。この官令を読み





4.2 明治 7年 12月、明治 8年 1月以降に使用されたキーワード 
破綻の翌月の明治 7 年（1874 年）12 月は読売新聞、郵便報知、新聞雑誌それぞれ 1 本の合
計 3 本を分析対象とした。読売新聞が 12 月 4 日の記事で「戸を閉めたる事」との表現を引き
続き使用する一方で、「後に分散となるや身代限りとなるやら」などの表現で、事業を清算
する可能性を示し始める。12 月 18 日の新聞雑誌は「小野組破産」など破産というキーワー
ドを 3 回使用した上で、「小野組の分散」という表現も採用している。12 月の報道の軸は、
債権債務関係の整理など小野組破綻の枠組みをどう定めるかに移っている。読売新聞の 12
月 4 日の記事は、小野組の処理をめぐって大蔵省が新たな局を新設することを指摘、郵便報
知の 12 月 17 日の記事は、三井組が「惻隠の情を表し、これを蔵省に哀願し、その方法を建





 明治 8 年 1 月以降はあけぼの、浪花新聞、郵便報知それぞれ 1 本の合計 3 本を分析対象と
した。同年 2 月 3 日のあげぼのが「分散に就いては」と報道、明治 9 年 9 月 6 日の浪花新聞
も「閉店」などの表現を用いている。ただ、明治 9 年 9 月 6 日の浪花新聞は小野組が人員の
リストラなどで事業の効率化が進んだと指摘、「用事の都合よく行届くをみれば、小野再興
も近きにあらんか」と再建の可能性があることを指摘している。さらに明治 9 年 12 月 1 日の
郵便報知は、小野組の再建スキームが固まったことを受けて債権債務関係の整理が計画通り





 次に、明治 7 年（1874 年）11 月に小野組の破綻を報じた東京日日新聞と読売新聞のそれぞ
れの記事の特徴と違いを分析したい。まず、初報となった東京日日新聞の記事は、現在、主








































































前年の明治 6 年（1873 年）10 月から「自由論」のキャンペーンを張り、自由民権運動の一翼
を担っていたのである。また、東京日日新聞の主筆となった福地桜痴は紙面を大型 4 ページ









強調している。さらに明治 7 年（1874 年）12 月 4 日の読売新聞は「（大蔵省が）小野組の一
件を取計らうために一ツの局を御立なされ萬事御糺になる」と政府の動きを権威化する記事





具体的に例を引いてみたい。破綻直後の明治 7 年（1874 年）11 月の記事では、人力車の挽夫
の話として「小野の番頭さんたちほど・・・北廓などへ通ぶのはございませんあれでつぶれ
なけりやそれこそふしぎ」など小野組の番頭たちの派手な遊びぶりを揶揄している。破綻か
らわずか 6 日後の紙面には「當時の銀行トカケテ 樵夫（きこり）の骨やすめトトク ココ
ロハをの（小野）がいけなくなった」といった謎かけも掲載されている。小野組の破綻をめ
ぐって庶民の高い関心が集まっていたことの反映と言えそうである。 
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